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No.２０４号 

特集 

『さかさ富士』平成２５年５月撮影 

題名「てんとうむし」の由来 

ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。 

領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひざまず

こうとしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、そっと逃がし

てから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止まりました。殊勲者

はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。 

 この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しました。そ

の結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫として、古来

ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。 
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「不登校」とは、「何らかの心理的、情緒的、

身体的、あるいは社会的要因・背景により、児

童生徒が登校しないあるいはしたくともできな

い状況にあること（ただし、病気や経済的な理

由によるものを除く）」と定義されているが、本

市において、このような状況で年間３０日以上

の欠席があった児童生徒は、平成２３年度にお

いては、８６０名であった。平成２０年度の 

１，１３７名から、減少傾向にあるものの、

この人数はやはり多いと言える。昨年、青少年

相談センターでは、本市の不登校の特徴につい

て、e-ネット SAGAMI を通じて周知したが、改

めてその特徴について表すことにする。 

平成２３年度の当初は、前年度９７６名の不

登校児童生徒のうち中学３年生が卒業し、１３

５名が学校復帰したので、約半数の４５７名の

不登校数でスタートした。しかし、新たに４０

３名が不登校となったため、年度末には８６０

名となった。新たに不登校になった児童生徒数

は、学校復帰をした人数の約３倍にもなってい

る。これが、本市の特徴であり、新たに不登校

にさせない取組みを強化しなければならない。 

青少年相談センターでは、６３名の青少年教

育カウンセラーと３名のスクールソーシャルワ

ーカーがおり、児童生徒、保護者、教職員から

の相談に応じているが、平成２４年度と２３年

度の来所・電話相談内容の割合を比較すると、

次のような特徴がある（来所・電話相談の相談

者は本人及び保護者が約９８％を占める）。 

小学校 登校しぶり２２．４％（１６．２％） 

    不登校１５．８％（２３．０％） 

中学校 登校しぶり１９．１％（１６．７％） 

    不登校５９．２％（６５．７％） 

＊ （ ）内は２３年度の割合 

 言うまでもなく、小中学校ともに、不登校に

なってからの相談の割合が減り、不登校となる

前の段階での相談が増えているのである。  

カウンセラー等は不登校になった児童生徒に

対するケアを行っているが、今後は、さらに不

登校とならない段階での児童生徒への働きかけ

を、学校と協力して行っていくことが増えてい

くことが予想される。 

 本年６月２０日、当センター主催の「不登校

対応セミナー（教職員対象）」において、国立教

育政策研究所（国研）の滝充総括研究官に「不

登校の理解～未然防止と初期対応」と題してご

講演をいただいた。その中で、欠席が３０日を

超える可能性が高い生徒への働きかけについて

話があった。国研の調査から、中学 1 年生で不

登校になる生徒の５割から８割は、小学校時代

に「不登校相当」か、それに近い傾向を示して

いたことから、中学１年生の不登校の半分以上

は予測可能であるとのことであった。小学校時

代、理由は何であれ、学校に来ていなかったと

いう事実は、少なからず中学校での欠席に影響

を及ぼし、教室に入れず、保健室等に行ってい

たこと、遅刻・早退が多かったことなどの情報

を中学校が入手すれば、不登校の予測ができる

ということである。これらの情報をインプット

すれば、不登校となる可能性が高いかどうか判

別できるエクセルソフトを、前述の資料と同様

e-ネット SAGAMI（青少相のキャビネット－不

登校対応のフォルダ内）に格納してあるので、

是非各校においてご活用いただきたい。 

 ７月１６日には、滝総括研究官に再度本市に

お越しいただき、お話を聞く機会を得た。小学

校に「声のものさし」「人の話を聞く時には・・・」

等の掲示物があるが、掲示されていても指導が

各学級で徹底されているのか。全員が、正しい

姿勢で授業を受けているのか。小学校の学級内

では見過ごされてしまうようなことが、中学校

に進学すると「非行・遊び方」の不登校などの

大きな課題となっていくことがある、等。いろ

いろなご示唆をいただいた。今後の本市の取組

みに活かしていきたい。 

 青少年相談センター所長  小畑 弘文

不登校の未然防止のために 
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           青少年相談センター４つの相談室の紹介④ 

 “湖面を見下ろす 

   相談室” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

     

 

                        

                         

              

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

相模湖相談室 
シリーズ 

JR 中央線「相模湖駅」下車、徒歩 3 分。 

相模湖総合事務所３階に、青少年相談センター

『相模湖相談室』があります。また、同じフロ

アに相談指導教室「かつら」があります。 

相談指導教室「かつら」 

どこにあるの？ 

 

青少年教育カウンセラー：８名 

相談指導教室スタッフ：７名 

指  導  主  事 ：１名   計１６名 

 相模湖相談室・相談指導教室は、明るいスタ

ッフの笑顔と美しい自然に包まれた、ほんわか

とした場所です。スタッフどうしが連携を図り

ながら、相談者や通室生をサポートしています。 

 

JA 
津久井総合

事務所 

至橋本 
至相模湖 

大沢交差点 

 

 

至相模湖 至上野原 

 
藤野駅 

藤野総合 
事務所４F 

 

《相模湖相談室》 

面接室２部屋・プレイルーム１部屋があります。

たくさんのゲームや箱庭があり、子どもがのびの

び活動できます。 

《相談指導教室「かつら」「やまびこ」「やまぶき」》 

小集団での学習やスポーツ、調理実習などの活動

を通して、学校への復帰や自立を目指します。 

どんな人がいるの？ 

どんなところ？ 

面接室 

学習室（かつら） 

やまぶきからの
景色は最高！ 

学習室（やまぶき） 

相模湖総合事務所 待合室 

プレイルーム 

学習室（かつら） 

学習室（やまびこ） 

プレイルーム（やまびこ） 相談指導教室「やまびこ」 

相談指導教室「やまぶき」 



4 

 

発達の偏り 

・文字の形がとれない 

・板書がおいつかない 

・気が散りやすい 等 

 

 

 

 

☆子どもの行動 

・その行動は初めてですか？ 

・どのような時にその行動がおきますか？ 

☆友だちとの関係 

・１対１のかかわりはどうですか？ 

・集団の中での行動はどうですか？ 

☆家庭での様子 

・家庭と学校での行動の違いは 

どうですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆なぜ困っているの？ 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちは、同じ行動をとっていても、その背景は一人ひとり違います。それは、それ

ぞれに思いや理由があり、行動の背景にある子どもの気持ちや考えは、見ようとしないと見

えてこないものです。 

子どもの気持ちを理解しかかわることが、豊かな成長につながることと考え、その支援を

考えていきたいと思います。 

  

まわり（子ども・大人）の 

対応・反応 

傷つき体験 

・友だちにつらいことを 

言われた 

・いやなことをされた 等 

「困った子」⇒「困っている子」 

 

 

 

 

 

☆子どもの状況 

・その行動をとったきっかけは？ 

・子どもの様子や態度は？ 

・その行動がおさまったのは 

どのような時？ 

☆周囲の状況 

・まわりの人の様子は？ 

・本人にとって気になるようなことや 

ものがありましたか？ 

ありましたか？ 

そのときの行動や環境を把握する これまでの本人の様子を把握する 

本人とまわりへ

のアプローチが

大切ですね 

困った行動 

☆困った状態を整理しましょう 

  自己肯定感を高める 
～かかわり方を考えてみましょう～ 
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【参考資料】○國分康孝監修「エンカウンターで学級が変わる」 

○本人への配慮 

・言葉の指示が分かりにくい  

⇒モデルを見せる 

絵や図などを使って示す 

・見通しを持たせる  

・対処法を決めておく 

 

 

 

 

国 語 

音 楽 

☀  ☂   

体育 学活 

 

子どもへのかかわり方を考えてみませんか？ 

○校内での連携 

・子どもの様子や行

動について共通理

解を図り、対応を

考えていく 

 

 

 

○友だちとのかかわりへの配慮 

・お互いに良いところを認め合う 

・まわりとかかわりあえる場の工夫

（グループ活動、話し合い活動など） 

・子どもの話を聴き、かかわり方の

適切なアドバイスをする 

 

 

 

 

 

 

○不安やイライラ感への対応 

「・・の時、いやな気持ちになるんだね」 

「・・どんな気持ちだった？」 

「つらかったね・・」 

「大丈夫？」 

 

 

○家族との連携 

・保護者と共に考えていく 

・家庭でうまくいった方法を 

検討し、学校でも取り入れて

みる 

 

 

 

 

○環境の調整 

・教室の掲示物を必要な 

情報に厳選して掲示 

・座席の工夫 

・授業の構成を工夫 

 

 

 

 

☆見方を変えてみると・・ 

～リフレーミング～ 

○あきっぽい ⇒ 好奇心旺盛・興味が広い   

○せっかち  ⇒ 反応がすばやい           

○だらしない ⇒ おおらか・こだわらない  

○周りを気にする⇒心配りができる 

○おとなしい ⇒ おだやか・話をよく聞く 

○がんこ   ⇒ 意思が強い・信念がある 

○こだわる  ⇒ 自分の考えを大切にする  

○反抗的   ⇒ 自立心がある 

 

 

 

気持ちを受け止めてから、一緒に方法を考えてみましょう 

☆＜あなたメッセージ＞から 

＜私メッセージ＞へ 

「あなたは努力がたりない」 

「あなたはこうしたほうがいい」 

 

 

「私はこう思うけどあなたはどう思う？」

「あなたが心配だからこうしてほしい」

「残念だったね。次はがんばろうね」 

 

 

 

 

 

プラスメッセージで

自己肯定感を 

高めましょう！ 

☆青少年相談センターでは、青少年教育カウンセラーやスクールソーシャルワーカーが講師として、 

「子どもの行動からみる心のサイン」「不登校の理解と支援のポイント」「家庭とのかかわり」などの 

研修会を行うこともできます。 

よーし！ 

がんばるぞ！！ 
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平成２４年度（Ｈ２４．4 ～２５．３）の相談活動状況について、前年度との比較を行いながら 

次のようにまとめ、その傾向や特徴を分析いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度青少年相談センター相談活動概況 
 

【来所・電話相談】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年度の延べ相談受理件数は､13,470件で、前年度に比べ 887件（約 7％）増え、年々増加の傾向にあります。 
相談対象者別では、小・中学生に関する相談が 11,769件で、全体の約 87％を占めています。 

■相談対象者別延べ相談受理件数 単位：人 （ ）：女子 △：減少 

学 職 平成 24年度 平成 23年度 増  減 

就学前 １３（ ４） １０（ ７） ３（   △３） 

小学生 ４,７５８（１,６２７） ４,３０６（１,９１２） ４５２（ △２８５） 

中学生 ７,０１１（３,８４２） ６,８３７（３,６５２） １７４（  １９０） 

高校生 １,５３６（ ８６８） １,１０５（ ６５５） ４３１（  ２１３） 

その他 １５２（  ５３） ３２５（ １７４） △１７３（△１２１） 

合 計 １３,４７０（６,３９４） １２,５８３（６,４００） ８８７（  △６） 

 

■相談者の内訳単位：人 △：減少 

 24年度 23年度 増減 

本 人 6,827 6,636 191 

教職員 6 8 △2 

保護者 6,453 5,792 661 

その他 184 147 37 

合 計 13,470 12,583 887 

 ●主な相談内容別受理状況  単位：人 △：減少 

相談内容 平成 24 年度 平成 23 年度 増 減 

不登校 5,636 5,878 △242 

登校渋り 2,678 2,067 611 

性格・行動上の問題 1,459 981 478 

発達に関する問題  1,416  1,337 79 

養育に関する問題 570 526 44 

神経・精神の問題 245 329 △84 

そ の 他 1,466 1,465 1 

合  計 13,470 12,583 887 

 

相談内容別では「不登校」、「登校渋り」に関する
相談が合わせて 8,314件で､全体の約 62％となっていま
す。次いで「性格・行動上の問題」「発達に関する問
題」「養育に関する問題」が多くとりわけ「性格・行
動」に関する相談は、前年度に比べ 478 件の大幅な増
加となっています。 

 

 【小学校出張相談】 
平成 24年度の延べ受理件数は 30,778件で、前年度よ

り△199件とわずかに減少しました。 
相談内容別では「ふれあい」が最も多くなっています。

「ふれあい」とは、青少年教育カウンセラーが休み時間
に雑談やゲームを通して、来談した子どもの心の状況を
つかみ、寄り添うことです。これにより学校生活を豊か
にするとともに、様々な問題を早期に発見することがで
きます。 
次いで「発達に関する問題」「授業観察（教職員から

要請を受け、授業での児童の様子を観察すること）」「性
格・行動上の問題」の順となっています。 
 増加傾向にある「発達に関する問題」では、『自己肯
定感の育成』や『集団における役割の自覚や主体的な責
任意識の育成』などが、重視すべき課題としてあげられ
ます。 

■来談者の状況           単位：人 

児 童 教職員 保護者 その他 合 計 

15,111 10,662 4,767 238 30,778 

49.1% 34.6% 15.5% 0.8% 100.0% 

 

■延べ相談受理件数  単位：人 （ ）：女子 △：減少 

相談対象 平成 24年度 平成 23年度 増 減 

児 童 27,509(10,492) 27,489(10,686) 20（△194) 

教職員 3,200(2,117) 3,394(2,490) △194（△373) 

その他 69(   43) 94(   60) △25(△17) 

合 計 30,778(12,652) 30,977(13,236) △199(△584) 

 ●主な相談内容別受理状況（延べ相談件数）単位：人 

相談内容 
平成 24年度 平成 23年度 

件数 割合％ 件数 割合％ 

ふれあい 5,588 18.2 6,157 19.9 

発達に関する問題 5,092 16.5 4,791 15.5 

授業観察 4,333 14.1 3,978 12.8 

性格・行動上の問題 3,948 12.8 3,933 12.7 

コンサルテーション他 3,090 10.0 3,216 10.4 

登校渋り 2,647 8.6 2,419 7.8 

その他 6,080 19.8 6,483 20.9 

合  計 30,778 100.0 30,977 100.0 

 
 
【中学校出張相談】 

平成24年度の延べ相談受理件数は19,908件で、前
年度より208件減少しました。 

相談内容を見てみると「不登校」「登校渋り」が
全体の30％以上と高い割合を占め、次いで「コンサ
ルテーション（支援にかかわる教職員と青少年教育
カウンセラーが話し合いながら生徒への援助を進
めていくこと）他」「ふれあい」「性格・行動上の
問題」の順となっています。 
来談者の状況をみると、教職員が 48.3％を占め生徒

の割合よりも高くなっています。 
生徒指導において、心理の専門家である青少年教育カ

ウンセラーからの助言等に大きな期待が寄せられてい
ることがうかがえます。 

■来談者の状況         単位：人 

生 徒 教職員 保護者 その他 合 計 

7,453 9,621 2,664 170 19,908 

37.4% 48.3% 13.4% 0.9% 100.0% 

 

■延べ相談受理件数      単位：人 （ ）：女子 

相談対象 平成 24年度 平成 23年度 増 減 

生 徒 17,178( 8,781) 17,624( 8,993) △446(△212) 

教職員 2,664( 1,348) 2,390( 1,290) 274(   58) 

その他 66(    43) 102(    67) △36( △24) 

合 計 19,908(10,172) 20,116(10,350) △208(△178) 

 ●主な相談内容別受理状況（延べ相談件数）単位：人 

相談内容 
平成 24年度 平成 23年度 

件 数 割合％ 件 数 割合％ 

不登校 5,167 26.0 5,004 24.9 

登校渋り 2,803 14.1 2,479 12.3 

コンサルテーション他 2,631 13.2 2,418 12.0 

ふれあい 1,892 9.5 1,883 9.4 

性格・行動上の問題 1,441 7.2 1,603 8.0 

授業観察 1,414 7.1 1,555 7.7 

その他 4,560 22.9 5,174 25.7 

合  計 19,908 100.0 20,116 100.0 
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【スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）活動状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■行為内容別該当指導件数       単位：人 

行為内容 
平成 24年度 平成 23年度 

件  数 構成比％ 件  数 構成比％ 

自転車二人乗り 705 63.9 1,255 63.8 
遅  刻 163 14.8 365 18.5 
喫  煙 57 5.2 101 5.1 
怠  学 6 0.5 110 5.6 
その他 172 15.6 137 7.0 

合  計 1,103 100.0 1,968 100.0 

 

■相談対象者別指導・相談受理件数 単位：人 

学  職 平成 24年度 平成 23年度 増 減 

小学生 47 95 △48 
中学校 291 529 △238 
高校生 610 1,253 △643 

その他学生 114 33 81 
無職少年 32 58 △26 
有職少年 9 8 1 

合  計 1,103 1,976 △873 

 

【街頭指導・相談】 
 
平成 24 年度の街頭指導件数は、前年度に比べ、873 件

の減少となっています。これは子どもたちの行動が、外か
ら内へと変化している傾向にあるものと考えています。 
相談対象者別件数においては、前年度に引き続き高校生

の割合が高く、全体の約 55％を占めています。 
行為内容別では「自転車二人乗り」が 63.8％を占め、

次いで「遅刻」「喫煙」と続いています。 
自転車が関連する事故は、全国での交通事故全体の２割

を占め、社会問題化しています。 
自転車の二人乗りは、なかなか後を絶たない状況にあ

り、学校や家庭においての規範意識の醸成、交通ルール・
マナー指導の強化が求められています。 
また、地域の人たちの温かい見守りと声かけも大切であ

ると考えます。 
24 年度からは、津久井地域でも青少年相談員が参加す

る街頭指導が行われ、市内全域でのよりきめ細かな指導が
実施されました。 

 【ヤングテレホン相談】 
 
相談員は、青少年やその保護者と電話を介してコミュニ

ケーションを図り、相談者の悩み等に受容、共感しながら、
適切な助言を行っています。また、Ｅメールによる相談も
受け付けています。 
平成 24 年度の総受理件数は 944 件で、電話による相談

が 775件、Ｅメールが 169件でした。メールによる相談は、
小・中学生でも携帯電話やパソコンを使って、手軽にＥメ
ールのやりとりをする世相を反映し、電話よりも気軽に自
分の気持ちを書きこめるというニーズに対応したものと
なっています。 
また、相談者のニーズに広く応えるため、19年度からヤ

ングテレホン相談の受付時間を 19 時から 21 時までに延
長。前年度、最も相談受理件数の多い時間帯は 20 時台と
なっていました。 
子どもたちがおかれている状況が厳しくなる中、本人の

悩みもさることながら、保護者からの相談も増加の傾向に
あります。子どもを支える立場の保護者が、養育不安を訴
える内容の相談が多くなっています。 

■相談対象者別相談受理件数       単位：人 

学  職 平成 24年度 平成 23年度 増 減 

就学前 １０ ５ ５ 
小学生 １５２ １４５ ７ 
中学生 ３４７ ３３０ １７ 
高校生 １４２ １２７ １５ 

その他学生 ２５ １６ ９ 
有職少年 １３ １３ ０ 
無職少年 １０ ２５ △１５ 
成  人 ３２ ７０ △３８ 
不  明 ２１３ １７７ ３６ 

合  計 ９４４ ９０８ ３６ 

 
●主な相談内容受理状況（延べ相談件数） 単位：人 

相談内容 件 数 構成比％ 

話したい １２８ １３.６ 
友人関係 ８３ ８.８ 
不登校 ５４ ５.７ 

教師との関係 ４５ ４.８ 

 

平成 24年度の新規相談受理件数は 36件で、前年度からの継続件数 34件を合わせ 70件のケース数となりました。校種別
では、小学校が 43％､中学校が 57％で前年度に比べ中学生が増加傾向にあります。男女別では男子が全体の 63％を占めて
います。エリア別ではセンター管内で 47％、南相談室管内で 37％と受理件数が多く両管内だけで 84％を占めています。受
理したケースで表面化している子どもの状態としては「長期欠席」「欠席がち」の状態が 67％を占め、課題となる環境要因
としては「養育」や「保護者」に係るものが多くなっています。 
支援状況としては、学校や家庭、関係諸機関への「訪問活動」や「校内ケース会議」「関係機関を交えたケース会議」へ

の参加などの支援を実施しました。 
ほかにも、研修会の講師としての参加やケース会議での助言等の活動も行いました。 

■受理ケース件数・内訳 
 平成 24年度 平成 23年度 

新 規 受 理 ケ ー ス 件 数 ３６件 ５１％ ５３件 － 
前年度からの継続件数 ３４件 ４９％ － － 

合  計 ７０件 １００％ ５３件 １００％ 
終結件数（割合％は「終結／合計」） ３７件 ５３％ １９件 ３６％ 

■支援状況                    
  平成 24年度 平成 23年度    平成 24年度 平成 23年度 

訪問活動
回  数 

学  校 423回 271回  校 内 
ケース 
会 議 

開催回数 285回 139回 
家  庭 253回 70回  扱ったケース数 69件 49件 
関係機関等 164回 101回  参加教職員数 689人 470人 

 

  平成 24年度 平成 23年度  ■平成 24年度研修会実績  

関係機関 
を交えた 
ケース 
会  議 

開催回数 60回 25回  市 内 小 学 校 研 修 会 ３回 

扱ったケース数 23件 15件  市 内 中 学 校 研 修 会 ５回 
参 加 教 職 員 数 238人 121人  市内青少年相談員研修会 ３回 
参 加 関 係 機 関 人 数 135人 66人  そ の 他 シ ン ポ ジ ウ ム 等 ２回 
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ここ数年、教室を移動する時に相談室に顔を出して

いく女の子がいます。その子はとても優しい子ですが、

時々想いが強くなりすぎて友達を怒らせたり、先生に

叱られることもありました。 

 そんな彼女が学期最後の相談日に「相談がある」と

ピリリとした表情で来室しました。いつになく真剣な

彼女に緊張しながら相談室へ迎えると、彼女の話は「最

近は友達と上手くいっていてとても嬉しい。来学期は

もっとみんなに好きになってもらえるように頑張りた

いと思っているんだー」との嬉しい報告でした。1 学期

の頑張りをふりかえり来学期の目標をしっかりと伝え

てくれた彼女にキラキラとした成長を感じ、心からの

エールを送ったひとときでした。２学期も応援してる

よ～！            （Ｋカウンセラー） 

 

自由にお絵描きできる大きな黒板があることと、ピ

アノが弾けるという魅力があり、相談室の隣にある１

年生をはじめ、多くの子どもたちが休み時間になると

相談室に遊びに来てくれます。ほかにも折り紙をした

り、塗り絵をしたり、UNOやトランプをして、学年を超

えてみんなで遊べる場所になっています。 

相談中のため休み時間に開放できないときには、廊

下から「まだかなぁ・・・。終わらないかなぁ・・・。」

という声が聞こえてきたり、ベランダ側から回ってき

て「今日は開けてくれないの？」と訊ねる元気な男の

子がいたり・・・。 

子どもたちの学校生活の中に、『当たり前に存在する

相談室』でありたいと思いながら、日々子どもたちと

過ごしています。       （Ｍカウンセラー） 

 

相談室の壁には、休み時間に遊びに来るこどもたち

の描いた絵や作品が飾ってあります。相談室に初めて

入った子が壁にある絵に気づき、「何で相談室に来て絵

を描くの？授業でも絵を描くのに。」と尋ねてきました。

私は、「授業では何を描くか決まっているかもしれない

けれど、相談室には皆それぞれ描きたいものを描きに

くるんだよ。」と答えました。すると、その子はちょっ

と考えて、「学校にとって必要な場所だな。」とつぶや

きました。学校の中に相談室がある意味を、あらため

て教えてもらえた瞬間でした。これからも相談室を利

用するみなさんに、「相談室は学校にとって必要だ」と

思っていただけるよう、心がけていきたいと思ってい

ます。            （Ｓカウンセラー） 

 

 小学校の相談室では、休み時間は児童が自由に来室

できる時間になっています。遊びに来る子や、予約を

取って相談に来る子など、さまざまです。 

 ある日、４年生の女の子が何人かで来室しました。

それぞれに困った顔をしてきたので話を聞くと、「相談

室は週に一度しか開かないから、自分たちで“相談係”

をつくったの。相談室が開いていない時に、みんなが

相談に来てくれたらいいなと思って。でも、相談って

どうやってすればいいのか分からなくてね。どうやる

の？」という相談でした。子どもたちが人の助けにな

りたいと自主的に動いたことに感心したと同時に、子

どもらしいその相談にとても心が和みました。 

 子どもたちが、自分たちで問題に向かう姿勢や、人

と繋がろうとする姿に出会い、このような成長を陰な 

が ら 支 え て い け た ら と 思 う 出 来 事 で し た 。     

（Ｎカウンセラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その58 

相談指導教室「はるばやし」では、食に目を向け、月に１回調理実習をしています。      

お菓子作りを中心に、学期に１回ランチ作りもしています。かねてから和菓子作りにも

取り組ませたいと考え、そのお菓子をいただきながらお茶会も開こうと計画していま 

た。茶道の先生にご協力いただけることになり、夢が実現しました。先生が庭からつんできてくださった野の

草の蛍袋を活け、環境を整えました。お菓子は、相談員さんが試作を繰り返してきた、栗蒸し羊羹にしました。

先生のお話を真剣に聴き、背筋を伸ばしてお点前をしている子どもたちの姿が印象的でした。千利休から受け

継がれた「和敬清寂」の精神が多少なりとも継承できたのではないかと思っています。子どもたちは、相談指

導教室に通室するまでに沢山悩み、葛藤してきました。相談指導教室が、そんな子どもたちの安らぎの場にな

り、心の充電の場になってほしいと日々願っています。子どもたちの成長を信じ、支えていこうと思います。 

                                 

                       （相談指導教室「はるばやし」 嘱託職員 村井 文江） 

 

 

 

学校の相談室では、こんなほっとする時間が流れています。 

青少年教育カウンセラーがそっと教えてくれました。 

Eメール相談 


